
ダイコンアプラムシの生態学的研究第3報

有麹型出現の時期と集合飼育との関係

河 田 和 雄

アブラムシ類の有麹型出現の時期を大別すると， 3つの型にわけられる.第1は，麹型

は親の代に無麹型か有姐型かのどちらかに決定済みの型であり，第2は生後の飼育条件に

よってきまる型であり，第3は親の世代および子虫の代を通じての飼育条件によってきま

る型である.

アプラムシの有麹型出現の時期は種類によって少しずっちがっているからアプラムシの

麹型を論ずるには，まず有麹型出現の時期を明らかにしておくことが先決問題であろう.

前報〈河田， 1960)では， ダイコンアプラムシ Brevicorynebrassicae L.の出生直後

の子虫を長期間集合飼育することによって，多数の有姐成虫が出現することを認めたが，

今回は集合飼育の作用〈あるいは密度効果とよんでもよい〉を利用して，有麹型出現の時

期を明らかにするために，本実験を行った.実験は中途であるが，おおよその傾向は判っ

たので，とりあえずその結果を報告する.

御指導を賜わり，本摘をつぶさに御捜問いただいた当研究所安江助殺援に厚〈御礼申し上げる.

材料と方法

この実験にもちいたダイコン

アプラムシ Brevicory1tebra-

ssicae L.は当研究室で累代飼

育をつづけた無麹胎生雌虫から

生まれたものである.

母虫の飼育条件と子虫の麹型

との関係を明らかにするため

に，母虫の生育期間の大部分に

あたる最初の6日間を集合飼育

(1カプセル内に40匹の密度，

以下集合飼育と略す〉を行った

のちに，さらに，ひきつづき5

日間毎日 5時間絶食処理を行っ

たA区，母虫の出生直後の6日

間だけを集合飼育したB区，母

虫の出生後6日目から5日間，

毎日 5時間飽食処理を施したC

区 予一一F.L

第 1図実験装置模式図

F. L.鐙光灯 C.カプセル
E. T.電気恒湿器
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区，および母虫の全期間，個体飼育を行った対象のD区(第2図参照〉の4区を設けた.
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第 2図 母虫の飼育条件と子虫の生麹率との関係
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別に，子虫の集合飼育の時期と生趨率との関係を明らかにするために，つぎの6区を設

けた.(第3図参照〉すなわち， 生育期間の大半にあたる出生後の6日間集合飼育を行っ

たA区， 出生直後の 48時間だけ集合飼育を行ったのちに個体飼育にうつしたB区，出生

直後と，出生後48時育経過後との2回どちらも 24時間ずつ集合飼育を行ったC区，出生

後24時間目から48時間集合飼育を行ったD区， 出生後48時間目から集合飼育を始めた

E区，および全生育期間，個体飼育を行った対象のF区である.

第 1表 母虫の飼育条件と子虫の生麹率との関係

試験区 供試虫 無麹虫 有麹虫 有麹率 死虫数

A '64 63 1 1.56 。
B 132 128 3 2.29 1 
C 57 55 1 1.79 1 
D 100 98 2 2.0 。

集合飼育は前報において述べたカプセル法のふたの部分を，通気をよくするために，目

の細かいリボγの小片に改めたものをもちいた.カプセルは日本薬局方の No.O番を使用
した. このカプセルによって固まれる葉面積は約0.36cm2である. 個体飼育は，個体聞

の距艇が常時0.5αn以上になるように虫を配置して， 1枚の棄に40匹以下とした.飼料

は水にさしたガラス室作りのナタネ BrassicaNapus L. (品種は農林17号)の葉をもち

い，毎日 1回水切りを行って鮮度を保った.実験温度は250Cの恒温とし，照明は白色賛

光灯〈東芝製， FLー20W)の常時照射のもとで行った.なお照度は 500，.......800Lu玄であ

る. (第1図参照〉

実験結果

(1) 母虫の飼育条件と子虫の麹型との関係

無麹胎生雌虫から生まれた子虫を， 2時間以内に，前述の4つの処理を施したのち， そ
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のなかから生長しで有麹型になった個体を取り除き，無麹型の子虫だけを個体飼育して，

成虫時の姐型をしらべたところ，第1表，第2図のような結果が得られた. これによる

と. A区の生麹率が1.56%で最も低く， ついでC区の1.79%. D区の 2.0%. B区の

2.29 %の順となった. 以上の4区は食餌の条件を少しずつ変えたので、あるが， 食餌の条

件を母虫の全期間にわたって悪くしたと思われるA区，母虫の生育期間にあたる前半期の

みを悪くしたと思われるB区，また，母虫の出産期間にあたる後半期だけを悪くしたと思

われるC区，あるいは全然、悪くしなかった対象のE区でも，生れた子虫を個体飼育するこ

とによって，有麹虫はごくまれにしか出現しないことが判明した.
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第3図 子虫の集合飼育の時間と生麹率との関係

なおこの生麹率を統計的にみると，これら4区の相互間には有意差が認められない.つ

まり集合飼育や絶食によって親の代の食餌条件を悪くしても，子虫の麹型にまで直接影響

を与えることはないということができる.

(2) 子虫の集合飼育の時期と有姐型出現率との関係

無麹胎生雌虫から生まれた子虫に， 前試験と同様.2時間以内に前述の6つの処理を施

してから，成虫時の麹型をしらべたところ，第2表，第3図のよ うな結果が得られた.こ

れによると，生麹率はほぼ3つの群にわかれることが判る.第1は生姐率28.02%のA区

第 2表 子虫の集合飼育の時期と生麹率との関係

試験区 供試虫 無麹虫 有忽虫 有麹率 死虫数

A 240. 167 65 28.02 8 

B 240 162 64 28.32 14 

C 240 202 15 6.91 23 

D 240 210 17 7.49 13 

E 280 255 7 2.67 18 

F 214 206 6 2.83 2 

-133ー



と28.32%のB区，第2は6.91%のC区と 7.49%のD区の群であり，第3は2.67%の

E区と 2.83%のF区である.生麹率を統計的にみると， これら3群のなかでは， A-B 

の第1群と， C-D， E-Fの第2，第3群との聞に1%水準で有意差が認められた.

まずA区とB区を比較してみる. 前者は全生育期間， 後者は出生後48時間だけ集合飼

育を行ったのであるが，両区の生麹率の差はごく僅かであり，むしろ集合飼育期間の短い

B区の方が，生麹率が高い傾向さえみられたが，有意差はない.これは，集合飼育の生麹

率への影嘗は48時閉までであることをしめすものである.このことは，出生直後の48時

間だけ，個体飼育を行ったのち，集合飼育にうつしたE区と，出生直後から個体飼育をつ

づけたF区の生麹率が，ほとんど同じであることと併せ考えるとよく理解できる.つまり

出生後直ちに48時間個体飼育を行うと， そののち， いくら集合飼育を行っても，生趨率

に直接影響を与えることはないということができる.

以上の結果から，ダイコ γアプラムシの麹型は， 出生後48時間以内に，有麹型か無姐

型かのどちらかにきまることがほぼ明らかとなったが，さらに生麹の時期を限定するため

に，問題の出生後の48時聞を前半と後半の2つに分けて， しらべてみると， 出生直後の

24時間集合飼育したC区と， 出生後24時間目から24時間集合飼育を行ったD区では，生

麹率は後者の方が僅かに多いが差は統計的に有意でない.

つぎに， B区と，出生後48時間のうち，前半分かあるいは後半分の 24時間個体飼育し

たC，Dの両区εを比較してみよう.これら3区は集合飼育の時間の合計が同じであるに
もかかわらず，出生直後の24時聞か，あるいはこれにつづく 24時聞を集合飼育から除外

することのために，生麹率が約1/4に減少することは注目すべきことである.つまり，出

生直後の24時間も， これにつづく24時間も， ともに生姐率に官接な関係をもっているこ

とが判る.

つぎに，第2群と第3群を比較してみると， 出生後48時間内に，前半かあるいは後半

の24時間集合飼育を行った第2群の方が，出生後48時間個体飼育をつづけた第3群より

も，生麹率は高い傾向をしめしたが，有意差は認められない.

以上の結果から考えると，本実験のように業面積0.36cm2あたり 40匹程度の飼育密度

であると，出生直後の48時聞を一応生趨の限界時間とみることができる.

量号 察

ダイコンアプラムジ Brevicorynebrassicae L.の麹型は，出生前すなわち，親の代の
飼育条件によってきまるものではなく，出生後の初期にきまることがこの実験によって明

らかとなった.そして，生後48時間以上経過した子虫は，外観によって区別し難いが，す

でに無麹型か有麹型かのどちらかにきまっているものとみることができる.このことは，

生後48時間個体飼育をすると，以後いくら集合飼育を施しても，有麹型になるものが殆ん

どないことからもよく理解できる.

BONNEMAISON (1951)は190Cの恒温で本種の生鏑率を調査した結果，母虫と 72時間

過剰密度の状態で同棲させた子虫を，さらに集合飼育することによって 0.9~74.6 %の生

麹率をみたと述べている.彼の実験において母虫と間接させた意味は，集合飼育の効果を

より高めるためにとった処置と解釈される.また， 72時間母虫と同棲させたのは，実験温

-134-



度が低いためであり，実験温度を上げると，同棲時聞をもっと短縮しても，同様の生麹率

をあげることが期待できるのではないかと思われる.ともあれ有姐型に変わりやすい時期

は丁度子虫の初回の脱皮前後にあたることから， 1令期間中の集合飼育による食餌条件の

悪化，あるいは過剰密度による一種の刺戟作用〈密度効果〉といったものが，有姐型出現

の直接の原因となることが予想される.

野田(1958)はキピクピレアブラムシ Rhothalosithumtrunifoliae FITCHの子虫を，

出生後の初期に，絶食や集合飼育することによって，容易に生麹率を高めることに成功し

た.そして，温度250Cのもとでは，理論上の生麹の最盛期は出生後21時間目であるこ

とを明らかにした.この時期を中心として前後に遠ざかるに従って次第に有麹型に変わり

にくくなり，全く変わり得ない時期は， おおよそ出生後40時間目以後であると述べてい

る.筆者の本実験においても，有趨型に全く変わり得ない時期は一応っかむことができた

が，生姐の最盛期を明確にすることはできなかった.これはダイコ γアプヲムシが.他の

アブラムシより有麹型が出にくいためであるとおもわれるが，集合飼育の密度をもっと高

めるか，あるいは絶食処理を併用することによって，近い将来に解決できるものと確信し

ている.

また，野田 (1959)は， トウモロコシアプラムシ Athismaidis FITCHの生趨は， 子

虫の食餌の条件は勿論のこと，母虫の食餌の条件にも関係があることをみつけた.すなわ

ち，母虫の絶食累計時聞が長くなるほど，子虫の代の生麹率が減少すると述べている.つ

まり， トウモロコシアプラムシの趨型は，出生前の母虫の飼育条件によっても，ある程度

きまることをしめしている.

GREGORY (1917)はエンドウアプラムシの1種，Macrosithum destructorの母虫を

絶食させることによって，子虫の生麹率を高めることができたと述べているが，この結果

は，野田がトウモロコシアブラムシを使って行った実験結果と全く逆の現象である.筆者

の実験においては，母虫の食餌の条件を 2，3変えてみたが， 子虫の麹型にまで直接影響

を与えるほどの結果はみられなかった.つまり，食餌の条件によって麹型が影響を受ける

のは，その食餌の条件で飼育されたアブラムシ自身である.

この他にも高橋(1923)がクヌギヒラタアブラムシ Astego，ρteryxquercicola T AKA 

HASHIで指摘したように， 出生直後に有麹型と無趨型がはっきり区別できる種類もあっ

て，アプラムシの生麹現象の解決にはなお多くの複雑な問題が残されている.

本報告の要旨は既に日本昆虫学会第21聞大会(福岡市.1961)において発表した.(河田.1961). 

摘 要

飼育温度250Cのもとで， 集合飼育の作用を利用して， ダイコシアプラムシ Brevi-

coryne brassicae L.の生麹の時期を調査したところ，つぎのような結果が得られた.

1 母虫の食餌の条件によって，子虫の趨型がきまることはない.

2 姐型は子虫の出生後48時間以内の飼育条件によって， 無麹型か有麹型かのどちら

かにきまる.

3 子虫の出生後48時間以内に， 葉面積0.36cm2あたり 40匹の密度で集合飼育を行

うと，生麹率は平均28.17%となった.
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